
ノ
リ
ーー
ハ
イ

ノ
ロ
シ
ジ
ヨ
ウ
猿
短
按

珠
洲
郡
狽
煙
に
あ
っ

た
。
越
殺
到
三
州
志
に
、『
=
一
瞬
郷
狼
畑
村
領
城
跡
。
土

人
其
治
跡
あ
り
と
い
へ
ど
も
不
祥
。
川
崎
某
厨
た
り

と
い
ふ
。
無
係
。
』
文
化
十
二
年
部
方
郡
上
に
、『
狼
煙

村
佐
訟
の
海
へ
指
出
た
る
地
、
云
々
。
地
形
城
山
の

形
に
似
申
候
へ
共
、
城
跡
と
申
傍
証
…
之
、
勿
論
期
間
脱

も
川
県
之
。
』
と
あ
る
。

ノ
ロ
シ
シ
ン

狽
煙
新

珠
洲
郡
三
崎
郷
に
臨
す

る
郎
官
問
。
村
名
南
衆
告
に
、『
此
村
元
和
八
年
村
立
出

来
、
川
同
村
と
巾
闘
。
共
以
後
狽
燃
新
村
と
村
名
答

申
候
。

陶
来
相
知
不
巾
候
。
』
と
あ
る
。

ノ
ロ
シ
ヤ
マ

狽
煙
山

』
ヤ
マ
プ
シ
ヤ
マ

山

十
銭
以
上
の
者
に
在
つ
て
は
、
寄
親
交
は
主
人
か
ら

大
樹
目
ま
で
届
出
を
袈
し
、
叉
十
一

且
か
ら

E
且
に

去
る
=
一
ヶ
且
は
一
般
に
務
懸
来
物
を
政
党
す
る
と
あ

っ
た
。
町
人
に
も
町
年
需
の
如
き
特
に
蒋
怒
采
物
を

許
さ
れ
た
の
も
あ
っ
た
。
江
戸
に
在
つ
て
は
、
川相府

か
ら
許
可
を
得
た
老
臣
以
外
は
、
す
べ
て
来
物
乗
用

を
禁
ぜ
ら
れ
て
ゐ
た
。
勿
論
こ
与
に
来
物
と
い
ふ
の

は
、
四
手

m
-設相周
・笛
凱
(
の
如
き
穏
易
な
も
の
を
指

す
の
で
は
な
い
。

ノ
リ
モ
ノ
ヤ
シ
ョ
ウ
ヂ

乗
物
産
小
路

金
得
の

白
川
名
。
南
町
の
東
小
路
で
、
西
側
の
三
列
小
山耐と

相
射
し
て
ゐ
た
。
此
の
角
家
に
来
物
震
基
左
衛
門
が

阿
佐
し
て
ゐ
た
に
よ
る
名
棋
で
あ
る
。

ノ
リ
ヤ
ス

法
安

臥
京
都
北
間
山
の
内
の
小
字
。

ノ
ロ
シ

寂
短

珠
洲
郡
三
附
畑
出
に
臨
す
る
部
市
問
。

能
号
名
跡
芯
に
、『
狼
館
。
折
戸
よ
り
一
恩
一
町
。

家

鉱山ハ
十
軒
詐
り
。
こ
れ
よ
り
三
崎
の
郷
と
い
ふ
。
此

村
に
川
附
七
郎
左
衛
門
と
て
、
自
き
百
姓
あ
り
。
先

祖
は
此
悲
の
郷
土
に
て
、
則
ち
城
跡
あ
り
。
磁
山
の

風
m
M
よ
ろ
し
き
地
也
。
叉
家
に
侍
ふ
る
什
箆
あ
り
。
』

と
あ
る
。

あ
る
。
金
持
の
枯
枝
・
牧
恕
・小
春
・
従
吾
、
山
中
の

自
笑
、
小
松
の
干
人
、七
隠
の
勤
文
な
ど
が
見
え
る
。

自
序
は
元
政
十
二
卯
年
初
冬
申
旬
郎
々
翁
方
山
。

、

ハ

イ

カ

イ

キ

ヨ

ウ

カ

ガ

サ

ン

ニ

ウ

書

狂
歌

，
，

部
費
築
一
加
。
例
入
闘
史
編
o
年
且
不
祥
o
大回
以

即
座
忠
兵
衛
破
。
宗
鑑

・
点
徳
等
の
w
H
像
に
、
狂
敬

パ
イ

馬町田

沼
永
四
年
加
到
滞
の
士
銀
に
、
入

一
で
焚
を
を
加
へ
た
も
の
で
あ
る
o
中
に
は
俳
人
に
あ

十
石
伯
築
制
間
三
郎
左
衛
門
、
間
十
一

日
ヰ
士
服
に
二

一
ら
ざ
る
も
の
も
混
じ
て
阿
る
。

百
石
小
将
組
依
田四役
久
悠
叉
四
郎
、
二
百
石
版
方
組

一

ハ
イ
カ
イ
シ
チ
ブ
カ
イ

俳

諮

七
部
解
一
加
。

伯
祭
方
閉
山
J
t
太
夫
、
百
沢
十
石
阪
方
組
伯
梁
方
佐

一
俳
人
間
史
君
。
立
政
六
況
仲
春
木
陰
開
問
戸
耶
m
m
〉
序
。

旅
寓
右
術
門
と
あ
る
の
は
皆
応
用
凹
で
あ
る
。
伯
祭
は
一
京
訓
筒
居
住
兵
衛
等
板
。
凶
究
班
に
初
編
冬
の
日
と
あ

立
文
元
年
M
m
銀
御
定
に
『
一
人
一
疋
、歩
・小
々
時
等
・

一る
か
ら
各
の
日
併
と
も
い
は
れ
る
。
約
締
は
出
版
せ

伯
祭
・
坊
主
版
』
と
見
え
て
御
歩
列
で
あ
っ
た
と
見
え

一
ら
れ
な
か
っ
た
。

る
。
後
世
田
畑
留
は
六
人
扶
持

・
役
料
=
一十
使
を
受
け

一

ハ
イ
カ
イ
セ
セ
ツ

俳
捻
世
設

二
山
川
流
容
。
側

て
、
御
服
務
行
の
支
配
と
な
っ
た
。

一
人
削
市
民
一
部
。
天
明
巴
の
容
自
序
。
京
林
術
兵
術
等
復
。

バ
イ
エ
ン
イ
ン

梅

悶

院

加
到
滞
宅
第
七
代
前

一
也
烈
そ
初
め
そ
の
門
下
の
迦
結
を
録
し
た
も
の
で
あ

臼
宗
辰
夫
人
保
科
氏
の
法
蹴
O

持
し
〈
は
梅
川
院
心
一
る
o闘
史
是
よ
り
-
一十
四
依
年
前
揚
語
地
川
市
に
遊
び
、

銀
紹
源
大
姉
。

一
北
技
の
柏
町
残
し
た
も
の
及
び
給
川
凶
か
ら
問
俗
へ
た
事

バ
イ
オ
ウ

梅
翁

金
慨
深
土
宗
根
祭
寺
の
山
間
山
。
一
を
集
め
て
、
正
風
人
物
誌
と
制
し
た
の
を
、
こ
の
た

校
野
天
且
と
紋
し
、
道
陣
甘
に
師
附
附
し
て
宗
采
を
究
め

一
び
刊
行
す
る
に
京
っ
た
の
で
あ
る
と
い
ふ
o

た
。
元
利
四
年
二
且

一
日
寂
o

一

ハ
イ
カ
イ
ソ
ウ
ア
ン
シ
ユ
ウ

俳
時
間
草
庵
袋
一
一
一

パ
イ
カ

梅
下

』
ウ

ス
ヰ
バ

イ
カ

尚

弁
務
下
。
↑
加
。
金
保
の
胡
人
句
空
若
。
一
苅
品
開
十
三
年
京
労
筒
屋

ハ
イ
カ
イ
ア
リ
ノ
マ
マ

俳
鰭
士
官
の
鐙

」
ア
リ

一
庄
兵
衛
叡
o
若
者
が
限
病
に
舵
っ
て
、
自
古
川
町
奴
後

ノ
マ
マ
有
の
依
。

一
未
だ
そ
の
誌
に
指
で
ざ
る
を
恋
し
み
、
放
翁
の
辿
怨

ハ
イ
カ
イ
カ
ナ
ザ
ハ
ゴ
ギ
ン

俳
借
金
運
五
吟

一『
淋
し
き
ゃ
釘
に
か
け
た
る
き
り
ん
¥
す
』
を
か
L
げ

一
加
。
天
和
三
年
三
且
金
保
の
俳
人
品
川
戸
友
琴
が
、

一
て
追
憶
し
な
が
ら
編
ん
だ
も
の
で
、
そ
の
自
序
に
元

稲
川
正
勝
・村
湾
棚
糸
・
見
好

一
風
・
宇
品
町
一
一
悶
と
共

一
級
氏
反
容
小
雨
の
こ
ろ
加
階
卯
反
山
下
乞
士
匂
空
と

に
、
五
吟
百
筋
四
巻
及
び
温
加
袋
一
容
を
作
旬
、
金
一
あ
る
も

句
径
が
知
山
門
諸
家
の
句
を
集
め
た
中
、
最
も

禄
桜
町
の
宮
内
即
升
屋
川
静
六
に
出
版
せ
し
め
た
も
の
で
一

大
部
で

H
つ
考
諮
の
資
料
に
白
む
も
の
で
あ
る
。

あ
る
。

一

ハ
イ
カ
イ
ゾ
ヲ
シ
チ
プ
シ
ユ
ウ

俳
誌
綴
七
部
集

ハ
イ
カ
イ
キ
生
/
ハ
コ

俳
賠
北
の
箱

三
冊
。

一
一
一
加
。
制
人
別
町
民
間
制
。
流
政
乙
卯
冬
の
自
序
が
あ
り
、

京
都
の
例
入
方
山
が
、
元
品
開
十
二
年
四
且
か
ら
問
九

一
日
宇
和
三
年
の
奈
良
屋
長
兵
衛
等
級
と
野
間
医
師
す
叡
と

且
に
至
る
附
北
凶
に
杖
そ
曳
い
た
時
の
行
脚
句
集
で

一
あ
る
。
卯
民
集
・勾
鴻
・
同
追
加
・深
川
集
・刀
奈
柴
山
・

伏
山
。

六
六
七

ハ
イ
カ
イ
ハ
ル
ノ
主

俳
誌
春
之
回

一
名
治
郎

酒
。
一
加
。
天
保
十
三
年
間
同
麟
杢
の
若
、
ひ
さ
友

閲
好
校
。

正
風
夏
冬
営
縫
板
と
あ
っ
て
、
そ
の
下
に

銅
舵
級
槍
之
辻
子
牢
出
入
所
の
印
が
あ
る
。
天
保
十

一
年
大
坂
の
天
来
が
七
草
を
話
し
て
梅
室
を
攻
熊
し

た
の
に
封
す
る
排
妄
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
文
則
光
年
約

室
側
か
ら
出
し
た
梅
林
茶
談

・
山
内
三
志
の
反
殿
町
制

な
る
こ
と
を
も
論
破
し
て
ゐ
る
。
組
観
の
容
の
川
は

打
返
す
の
窓
で
あ
る
。
務
室

・
天
来
の
事
誌
を
明
ら

有
時
間
務
・小
文
郎
・千
鳥
岨
聞
を
牧
め
る
。

ハ
イ
カ
イ
ソ
デ
ミ
ヤ
ゲ

俳
鰭
摘
み
や
げ

稲
本

一加
。
臥
京
消
黒
白
の
例
入
校
ト
が
妥
文
滋
と
の
紀

行
句
集
で
あ
る
。
安
永
五
年
に
成
っ
た
。

ハ
イ
カ
イ
ツ
キ
ア
カ
リ

俳
読
月
あ
か
り

l
ッ

キ
ア
カ
リ
且
あ
か
り
。

ハ
イ
カ
イ
ド
メ

俳
伺
習

滞
政
の
時
、
民
民
の

微
罪
を
閉
山
す
る
に
、段
捻
稼
の
外
側
側
笛
・府
村
の
列

俳
個
留

・
俳
倒
留
が
あ
り
、
村
役
人
に
は
御
用
の
外

俳
佃
留
が
あ
り
、
町
人
に
も
俳
間
留
が
あ
っ
た
。
共

に
紫
足
の
畿
で
あ
る
。

ハ
イ
カ
イ
ノ
キ
レ

俳
誌
の
き
れ

一
冊
。
石
川

郡
本
音
の
例
入
大
限
編
。
京
栃
毘
治
兵
衛
絞
。
大
限

が
老
後
風
交
あ
る
諸
士
か
ら
得
た
句
を
集
め
た
も
の

で
、
自
序
に
延
U
T
の
は
じ
め
子
の
と
し
桑
門
大
限
と

し
て
ゐ
る
。

ハ
イ
カ
イ
ハ
ッ
カ
ジ
ョ
ウ
モ
ン
ド
ウ

俳
務
八
箇

悠
問
答
一

加
。
元
称
七
年
駄
北
技
が
芭
認
に
恥
い

て
、
制
約
は
併
問
何
の
鈎
に
好
む
や
、
制
踏
ニ
チ
の

義
理
如
何
等
八
ヶ
伎
を
摩
げ
て
得
た
る
答
を
記
し
た

も
の
で
あ
る
。
宋
に
元
般
入
亥
年
仲
谷
後
刊
好
士
的

紀
念
に
索
開
問
北
枝
改
啓
之
と
あ
る
。

ハ
イ
カ
イ
ハ
ナ
ノ
フ
ル
コ
ト

俳
賠
花
の
故
事

J
ハ
ナ
ノ
フ
ル
コ

ト

花
の
加
川
町
。


